
　

吉
川
武
蔵
が
旅
立
ち
で
つ

　

吉
川
武
蔵
が
旅
立
ち
で
つ

ぶ
や
く
「

ぶ
や
く
「
2121
歳
お
そ
く
は
な

歳
お
そ
く
は
な

い
」
は
、
武
蔵
著
『
五
輪

い
」
は
、
武
蔵
著
『
五
輪

書
』
の
冒
頭
で
、
我
は

書
』
の
冒
頭
で
、
我
は
1313
歳

と
1616
歳
で
勝
負
し
た
後
「
二

歳
で
勝
負
し
た
後
「
二

十
一
歳
に
し
て
都
へ
上
が

十
一
歳
に
し
て
都
へ
上
が

り
」
と
書
い
て
い
る
事
実
か

り
」
と
書
い
て
い
る
事
実
か

ら
き
て
い
る
。
そ
の
後
、
武

ら
き
て
い
る
。
そ
の
後
、
武

蔵
は
「
天
下
の
兵
法
者
に
会

蔵
は
「
天
下
の
兵
法
者
に
会

い
、
勝
負
を
決
す
と
い
え
ど

い
、
勝
負
を
決
す
と
い
え
ど

も
勝
利
を
得
ざ
る
と
い
う
事

も
勝
利
を
得
ざ
る
と
い
う
事

な
し
」
と
続
け
る
。

な
し
」
と
続
け
る
。

　

も
ち
ろ
ん
吉
川
英
治
の

　

も
ち
ろ
ん
吉
川
英
治
の

『
宮
本
武
蔵
』
は
小
説
で
あ

『
宮
本
武
蔵
』
は
小
説
で
あ

り
事
実
で
あ
る
必
要
は
な

り
事
実
で
あ
る
必
要
は
な

い
。
し
か
し
お
通
、
又
八
、

い
。
し
か
し
お
通
、
又
八
、

お
杉
婆
は
創
作
だ
と
分
か
っ

お
杉
婆
は
創
作
だ
と
分
か
っ

て
い
て
も
、
武
蔵
そ
の
人
は

て
い
て
も
、
武
蔵
そ
の
人
は

実
際
の
武
蔵
自
身
と
思
い
込

実
際
の
武
蔵
自
身
と
思
い
込

ん
で
い
る
場
合
が
多
い
。
そ

ん
で
い
る
場
合
が
多
い
。
そ

れ
で
は
日
本
人
の
歴
史
の
中

れ
で
は
日
本
人
の
歴
史
の
中

に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
て
い

に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
て
い

る
武
蔵
の
業
績
を
見
誤
る
恐

る
武
蔵
の
業
績
を
見
誤
る
恐

れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
真
実
の

れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
真
実
の

武
蔵
の
実
像
を
示
し
て
お
く

武
蔵
の
実
像
を
示
し
て
お
く

こ
と
は
、
吉
川
武
蔵
の
ユ
ニ

こ
と
は
、
吉
川
武
蔵
の
ユ
ニ

ー
ク
さ
を
探
る
た
め
に
も
意

ー
ク
さ
を
探
る
た
め
に
も
意

味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

武
蔵
に
つ
い
て
の
多
く
の

　

武
蔵
に
つ
い
て
の
多
く
の

事
績
は
後
世
の
弟
子
が
書
い

事
績
は
後
世
の
弟
子
が
書
い

た
『
二
天
記
』
を
根
本
史
料

た
『
二
天
記
』
を
根
本
史
料

と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

武
蔵
が
親
を
早
く
な
く
し

　

武
蔵
が
親
を
早
く
な
く
し

た
野
生
児
で
あ
っ

た
野
生
児
で
あ
っ

た
こ
と
を
は
じ
め

た
こ
と
を
は
じ
め

武
芸
者
と
の
試
合

武
芸
者
と
の
試
合

内
容
、
養
子
と
な

内
容
、
養
子
と
な

っ
た
ド
ジ
ョ
ウ
伊

っ
た
ド
ジ
ョ
ウ
伊

織
の
話
な
ど
多
く

織
の
話
な
ど
多
く

は
「
二
天
記
」
に

は
「
二
天
記
」
に

よ
っ
て
い
る
。
そ

よ
っ
て
い
る
。
そ

し
て
吉
川
武
蔵
の

し
て
吉
川
武
蔵
の

国
民
的
な
人
気
に
よ
っ
て
吉

国
民
的
な
人
気
に
よ
っ
て
吉

川
武
蔵
が
実
際
の
武
蔵
で
あ

川
武
蔵
が
実
際
の
武
蔵
で
あ

る
か
の
よ
う
に
信
じ
ら
れ
て

る
か
の
よ
う
に
信
じ
ら
れ
て

い
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し

い
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し

そ
の
後
多
く
の
事
実
が
あ
き

そ
の
後
多
く
の
事
実
が
あ
き

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
私

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
私

は
実
際
の
武
蔵
の
実
像
を
こ

は
実
際
の
武
蔵
の
実
像
を
こ

こ
に
提
示
し
た
い
。

こ
に
提
示
し
た
い
。

　

宮
本
武
蔵
は
明
智
光
秀
が

　

宮
本
武
蔵
は
明
智
光
秀
が

本
能
寺
の
変
で
死
ん
だ
１
５

本
能
寺
の
変
で
死
ん
だ
１
５

８
２
年
（
天
正

８
２
年
（
天
正
1010
）、播
磨

）、播
磨

（
兵
庫
県
）
の
名
門
で
あ
る

（
兵
庫
県
）
の
名
門
で
あ
る

赤
松
一
族
の
末
裔
、
田
原
家

赤
松
一
族
の
末
裔
、
田
原
家

貞
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ

貞
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
田
原
家
は
播
磨
合
戦
で

た
。
田
原
家
は
播
磨
合
戦
で

秀
吉
に
敗
れ
農
民
階
級
に
落

秀
吉
に
敗
れ
農
民
階
級
に
落

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
武
士
と
し
て
の
血
筋
を

で
、
武
士
と
し
て
の
血
筋
を

残
す
為
武
蔵
を
同
じ
赤
松
一

残
す
為
武
蔵
を
同
じ
赤
松
一

族
で
あ
る
が
秀
吉
に
味
方
し

族
で
あ
る
が
秀
吉
に
味
方
し

た
宮
本
無
二
の
養
子
と
し

た
宮
本
無
二
の
養
子
と
し

た
。
た
。

　

宮
本
無
二
は
な
か
な
か
の

　

宮
本
無
二
は
な
か
な
か
の

武
芸
者
で
あ
っ
た
。
播
磨
合

武
芸
者
で
あ
っ
た
。
播
磨
合

戦
で
は
片
手
に
十
文
字
の
鎗

戦
で
は
片
手
に
十
文
字
の
鎗

を
も
っ
て
敵
七
人
を
倒
し
、

を
も
っ
て
敵
七
人
を
倒
し
、

ま
た
京
で
は
足
利
家
の
兵
法

ま
た
京
で
は
足
利
家
の
兵
法

師
範
・
吉
岡
憲
法
と
の
試
合

師
範
・
吉
岡
憲
法
と
の
試
合

に
勝
ち
、
将
軍
義
昭
か
ら

に
勝
ち
、
将
軍
義
昭
か
ら

「
日
下
（
日
本
）
無
双
兵
術

「
日
下
（
日
本
）
無
双
兵
術

者
」の
号
を
賜
わ
っ
て
い
る
。

者
」の
号
を
賜
わ
っ
て
い
る
。

　

無
二
は
武
蔵
の
幼
少
の
時

　

無
二
は
武
蔵
の
幼
少
の
時

か
ら
家
伝
の
兵
法
「
当
理

か
ら
家
伝
の
兵
法
「
当
理

流
」
の
英
才
教
育
を
施
し
て

流
」
の
英
才
教
育
を
施
し
て

い
る
。
後
に
武
蔵
の
養
子
・

い
る
。
後
に
武
蔵
の
養
子
・

宮
本
伊
織
が
武
蔵
顕
彰
の
為

宮
本
伊
織
が
武
蔵
顕
彰
の
為

に
建
て
た
『
小
倉
碑
文
』
に

に
建
て
た
『
小
倉
碑
文
』
に

よ
る
と
武
蔵
は
投
げ
剣
に
百

よ
る
と
武
蔵
は
投
げ
剣
に
百

発
百
中
の
才
能
を
示
し
た
。

発
百
中
の
才
能
を
示
し
た
。

　

1313
歳
と
歳
と
1616
歳
の
時
の
決
闘

歳
の
時
の
決
闘

は
、
無
二
に
申
し
込
ま
れ
た

は
、
無
二
に
申
し
込
ま
れ
た

決
闘
を
、「
武
蔵
な
ら
勝
て

決
闘
を
、「
武
蔵
な
ら
勝
て

る
と
い
う
」
確
信
の
も
と
無

る
と
い
う
」
確
信
の
も
と
無

二
に
代
わ
っ
て
行
っ
た
試

二
に
代
わ
っ
て
行
っ
た
試

合
だ
と
思
わ
れ
る
。『
五
輪

合
だ
と
思
わ
れ
る
。『
五
輪

書
』
は
「
年
十
三
よ
り
二
十

書
』
は
「
年
十
三
よ
り
二
十

八
、
九
ま
で
」
六
十
余
度
の

八
、
九
ま
で
」
六
十
余
度
の

試
合
に
勝
っ
た
と
言
い
な
が

試
合
に
勝
っ
た
と
言
い
な
が

ら
、
具
体
的
に
は

ら
、
具
体
的
に
は
1313
歳
と
歳
と
1616

歳
の
試
合
の
事
し
か
書
い
て

歳
の
試
合
の
事
し
か
書
い
て

い
な
い
。
投
げ
剣
の
名
人
と

い
な
い
。
投
げ
剣
の
名
人
と

な
っ
て
い
た
ら

な
っ
て
い
た
ら
1313
歳
の
子
供

歳
の
子
供

で
も
大
人
の
兵
法
者
に
勝
つ

で
も
大
人
の
兵
法
者
に
勝
つ

こ
と
も
で
き
る
。

こ
と
も
で
き
る
。

　

そ
の
後
、

　

そ
の
後
、
1919
歳
で
関
ケ
原

歳
で
関
ケ
原

の
戦
い
に
新
免
家
の
一
員
と

の
戦
い
に
新
免
家
の
一
員
と

し
て
宇
喜
多
秀
家
の
西
軍
に

し
て
宇
喜
多
秀
家
の
西
軍
に

加
わ
り
敗
れ
て
い
る
。

加
わ
り
敗
れ
て
い
る
。

　

新
免
家
は
関
ケ
原
に
敗
れ

　

新
免
家
は
関
ケ
原
に
敗
れ

た
後
、
か
つ
て
の
家
来
筋
で

た
後
、
か
つ
て
の
家
来
筋
で

今
は
徳
川
方
の
大
大
名
に
な

今
は
徳
川
方
の
大
大
名
に
な

っ
て
い
る
九
州
の
黒
田
長
政

っ
て
い
る
九
州
の
黒
田
長
政

を
頼
っ
た
。
主
だ
っ
た
家
臣

を
頼
っ
た
。
主
だ
っ
た
家
臣

は
召
し
抱
え
ら
れ
た
が
、
武

は
召
し
抱
え
ら
れ
た
が
、
武

蔵
の
居
場
所
は
な
か
っ
た
。

蔵
の
居
場
所
は
な
か
っ
た
。

　

2121
歳
の
時
に
京
へ
向
か
っ

歳
の
時
に
京
へ
向
か
っ

た
の
は
養
父
を
超
え
た
日
本

た
の
は
養
父
を
超
え
た
日
本

一
の
兵
法
者
に
成
る
た
め

一
の
兵
法
者
に
成
る
た
め

で
あ
っ
た
。

で
あ
っ
た
。

　

吉
川
武
蔵
で
は
旅
に
出
た

　

吉
川
武
蔵
で
は
旅
に
出
た

後
、
山
で
修
行
し
た
武
蔵

後
、
山
で
修
行
し
た
武
蔵

は
、
自
分
の
実
力
を
試
そ
う

は
、
自
分
の
実
力
を
試
そ
う

と
吉
岡
道
場
に
試
合
を
申
し

と
吉
岡
道
場
に
試
合
を
申
し

込
み
門
人
の
多
く
に
打
ち
勝

込
み
門
人
の
多
く
に
打
ち
勝

つ
。
騙
し
討
し
よ
う
と
計
画

つ
。
騙
し
討
し
よ
う
と
計
画

す
る
門
人
の
企
み
を
察
知
し

す
る
門
人
の
企
み
を
察
知
し

た
武
蔵
は
、
一
旦
は
吉
岡
道

た
武
蔵
は
、
一
旦
は
吉
岡
道

場
か
ら
身
を
く
ら
ま
し
、
一

場
か
ら
身
を
く
ら
ま
し
、
一

年
後
に
吉
岡
道
場
の
当
主
・

年
後
に
吉
岡
道
場
の
当
主
・

吉
岡
清
十
郎
と
決
闘
を
し
た

吉
岡
清
十
郎
と
決
闘
を
し
た

い
と
手
紙
を
送
り
武
者
修
行

い
と
手
紙
を
送
り
武
者
修
行

の
旅
に
出
る
。

の
旅
に
出
る
。

　

実
際
の
武
蔵
は
京
に
出
た

　

実
際
の
武
蔵
は
京
に
出
た

後
、
修
行
の
か
た
わ
ら
二
年

後
、
修
行
の
か
た
わ
ら
二
年

ほ
ど
京
で
弟
子
を
と
っ
た
よ

ほ
ど
京
で
弟
子
を
と
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
京
の
生
活
に
慣

う
で
あ
る
。
京
の
生
活
に
慣

れ
土
地
勘
を
得
た
２
年
後
、

れ
土
地
勘
を
得
た
２
年
後
、

吉
岡
清
十
郎
に
試
合
を
申
し

吉
岡
清
十
郎
に
試
合
を
申
し

込
ん
だ
。
室
町
幕
府
の
兵
法

込
ん
だ
。
室
町
幕
府
の
兵
法

師
範
で
あ
っ
た
名
門
吉
岡
家

師
範
で
あ
っ
た
名
門
吉
岡
家

は
無
名
の
青
年
武
蔵
か
ら
の

は
無
名
の
青
年
武
蔵
か
ら
の

決
闘
の
申
し
込
み
を
断
ら
な

決
闘
の
申
し
込
み
を
断
ら
な

か
っ
た
。
吉
岡
憲
法
が
無
二

か
っ
た
。
吉
岡
憲
法
が
無
二

に
負
け
た
雪
辱
を
晴
ら
せ
る

に
負
け
た
雪
辱
を
晴
ら
せ
る

と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。

と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
神
奈
川
歯
科
大
名
誉
教
授
）

（
神
奈
川
歯
科
大
名
誉
教
授
）

　

第

　

第
4646
回
鎌
倉
写
真
連
盟
展

回
鎌
倉
写
真
連
盟
展

が
８
月
中
旬
、
鎌
倉
芸
術
館

が
８
月
中
旬
、
鎌
倉
芸
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
、
鎌

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
、
鎌

倉
を
中
心
に
活
動
す
る

倉
を
中
心
に
活
動
す
る
1212
団

体
会
員
の
作
品
約
１
５
０
点

体
会
員
の
作
品
約
１
５
０
点

が
展
示
さ
れ
た
。

が
展
示
さ
れ
た
。

　

大
賞
の
鎌
倉
市
長
賞
は
田

　

大
賞
の
鎌
倉
市
長
賞
は
田

代
久
美
子
さ
ん
の
「
ス
テ
ー

代
久
美
子
さ
ん
の
「
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
。
鎌
倉
朝
日
賞
は

シ
ョ
ン
」
。
鎌
倉
朝
日
賞
は

鎌
倉
在
住
の
奥
村
泰
子
さ
ん

鎌
倉
在
住
の
奥
村
泰
子
さ
ん

の
「
ま
な
ざ
し
」
で
、
ラ
オ

の
「
ま
な
ざ
し
」
で
、
ラ
オ

ス
の
少
数
民
族
の
部
落
を
訪

ス
の
少
数
民
族
の
部
落
を
訪

れ
た
時
、
孫
を
抱
い
て
バ
ナ

れ
た
時
、
孫
を
抱
い
て
バ
ナ

ナ
を
売
っ
て
い
た
お
ば
あ
さ

ナ
を
売
っ
て
い
た
お
ば
あ
さ

ん
が
と
て

ん
が
と
て

も
優
し
い

も
優
し
い

目
で
孫
を

目
で
孫
を

み
て
い
た

み
て
い
た

と
こ
ろ
を

と
こ
ろ
を

捉
え
た
と

捉
え
た
と

い
う
い
う
＝
写
＝
写

真
。
ほ
か

。
ほ
か

3434
人
が
入

人
が
入

選
。
選
。

　

主
な
受

　

主
な
受

賞
者
次
の

賞
者
次
の

と
お
り
▽

と
お
り
▽

鎌
倉
市
長

鎌
倉
市
長

賞
＝
田
代

賞
＝
田
代

久
美
子
▽

久
美
子
▽

市
議
会
議
長
賞
＝
吉
田
浩
康

市
議
会
議
長
賞
＝
吉
田
浩
康

▽
市
商
工
会
議
所
会
頭
賞
＝

▽
市
商
工
会
議
所
会
頭
賞
＝

俵
智
子
▽
市
観
光
協
会
会
長

俵
智
子
▽
市
観
光
協
会
会
長

賞
＝
徳
本
順
一
▽
市
教
委
賞

賞
＝
徳
本
順
一
▽
市
教
委
賞

＝
橋
本
征
▽
鎌
倉
朝
日
賞
＝

＝
橋
本
征
▽
鎌
倉
朝
日
賞
＝

奥
村
泰
子
▽
鎌
倉
写
真
連
盟

奥
村
泰
子
▽
鎌
倉
写
真
連
盟

賞
＝
牧
之
内
貞
治
・
小
杉
美

賞
＝
牧
之
内
貞
治
・
小
杉
美

千
代
千
代
･
岩
崎
茂
樹
▽
審
査
委

岩
崎
茂
樹
▽
審
査
委

員
賞
＝
福
岡
義
夫

員
賞
＝
福
岡
義
夫
･
志
村
順

志
村
順

子
･
窪
田
芳
子
▽
特
別
連
盟

窪
田
芳
子
▽
特
別
連
盟

賞
＝
佐
田
哲
男

賞
＝
佐
田
哲
男
･
湯
浅
克
男

湯
浅
克
男

･
根
岸
春
雄

根
岸
春
雄
･
平
井
靖
子
▽

平
井
靖
子
▽

入
選
＝
有
田
俊
介
ほ
か

入
選
＝
有
田
俊
介
ほ
か
1919

人
。
人
。 

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　

神
奈
川
県
歌
人
会
主
催
の

　

神
奈
川
県
歌
人
会
主
催
の

第
6868
回
実
朝
祭
短
歌
大
会
が

回
実
朝
祭
短
歌
大
会
が

８
月
９
日
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八

８
月
９
日
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八

幡
宮
直
会
殿
で
開
か
れ
、
１

幡
宮
直
会
殿
で
開
か
れ
、
１

２
９
人
が
参
加
し
た
。
歌
人

２
９
人
が
参
加
し
た
。
歌
人

・
栗
木
京
子
さ
ん
「
時
代
と

・
栗
木
京
子
さ
ん
「
時
代
と

向
き
合
う
短
歌
」
の
講
演
の

向
き
合
う
短
歌
」
の
講
演
の

あ
と
歌
会
が
あ
り
、
公
募
の

あ
と
歌
会
が
あ
り
、
公
募
の

１
４
８
首
の
う
ち
上
位

１
４
８
首
の
う
ち
上
位
1818
人

が
受
賞
し
た
。

が
受
賞
し
た
。

　

鎌
倉
朝
日
賞
は
佐
々
木
三

　

鎌
倉
朝
日
賞
は
佐
々
木
三

規
子
さ
ん
の
「
陽
ざ
し
浴
び

規
子
さ
ん
の
「
陽
ざ
し
浴
び

か
わ
せ
み
羽
を
休
め
お
り
間

か
わ
せ
み
羽
を
休
め
お
り
間

近
に
見
つ
つ
憂
さ
ひ
と
つ
捨

近
に
見
つ
つ
憂
さ
ひ
と
つ
捨

つ
」
。
主
な
入
賞
者
次
の
と

つ
」
。
主
な
入
賞
者
次
の
と

お
り
。
鶴
岡
八
幡
宮
賞
＝
由

お
り
。
鶴
岡
八
幡
宮
賞
＝
由

田
欣
一
（
藤
沢
）
▼
県
知
事

田
欣
一
（
藤
沢
）
▼
県
知
事

賞
＝
井
鍋
幸
子
（
相
模
原
）

賞
＝
井
鍋
幸
子
（
相
模
原
）

▼
県
歌
人
会
賞
＝
中
村
富
美

▼
県
歌
人
会
賞
＝
中
村
富
美

子
（
海
老
名
）
▼
市
長
賞
＝

子
（
海
老
名
）
▼
市
長
賞
＝

今
福
千
恵
子
（
横
須
賀
）
▼

今
福
千
恵
子
（
横
須
賀
）
▼

市
議
会
議
長
賞
＝
藤
田
絹
子

市
議
会
議
長
賞
＝
藤
田
絹
子

（
横
浜
）
▼
市
教
委
賞
＝
木

（
横
浜
）
▼
市
教
委
賞
＝
木

村
光
男（
愛
川
）▼
市
観
光
協

村
光
男（
愛
川
）▼
市
観
光
協

会
賞
＝
菊
地
明
代
（
横
浜
）

会
賞
＝
菊
地
明
代
（
横
浜
）

▼
商
工
会
議
所
賞
＝
中
井
寛

▼
商
工
会
議
所
賞
＝
中
井
寛

治（
逗
子
）▼
現
代
歌
人
協
会

治（
逗
子
）▼
現
代
歌
人
協
会

実
朝
祭
短
歌
賞
＝
近
藤
栄
子

実
朝
祭
短
歌
賞
＝
近
藤
栄
子

（
横
浜
）▼
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

（
横
浜
）▼
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ

賞
＝
鈴
木
光
子（
藤
沢
）▼
鎌

賞
＝
鈴
木
光
子（
藤
沢
）▼
鎌

倉
朝
日
賞
＝
佐
々
木
三
規
子

倉
朝
日
賞
＝
佐
々
木
三
規
子

（
鎌
倉
）、
他
７
賞（
敬
称
略
）

（
鎌
倉
）、
他
７
賞（
敬
称
略
） 　

生
誕
１
１
５
周
年
を

　

生
誕
１
１
５
周
年
を

迎
え
た
映
画
監
督
小
津

迎
え
た
映
画
監
督
小
津

安
二
郎
。
既
に
研
究
し

安
二
郎
。
既
に
研
究
し

尽
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

尽
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
こ
の
本

れ
が
ち
だ
が
、
こ
の
本

の
編
著
者
で
映
像
作
家

の
編
著
者
で
映
像
作
家

の
松
浦
さ
ん
は
、
小
津
が

の
松
浦
さ
ん
は
、
小
津
が

4040
㍉
レ
ン
ズ
で
撮
っ
た
映
像

㍉
レ
ン
ズ
で
撮
っ
た
映
像

が
あ
る
こ
と
を
偶
然
発
見
し

が
あ
る
こ
と
を
偶
然
発
見
し

た
。
ご
く
初
期
を
除
き
、

た
。
ご
く
初
期
を
除
き
、

「
歪
み
の
少
な
い

「
歪
み
の
少
な
い
5050
㍉
レ
ン

㍉
レ
ン

ズ
ば
か
り
で
撮
影
し
た
」
と

ズ
ば
か
り
で
撮
影
し
た
」
と

い
う
定
説
は
誤
り
だ
っ
た
。

い
う
定
説
は
誤
り
だ
っ
た
。

　

松
浦
さ
ん
が
調
査
を
進
め

　

松
浦
さ
ん
が
調
査
を
進
め

る
と
、
鎌
倉
文
学
館
に
撮
影

る
と
、
鎌
倉
文
学
館
に
撮
影

記
録
が
残
る
４
作
品
の
う

記
録
が
残
る
４
作
品
の
う

ち
、「
お
茶
漬
の
味
」「
東
京

ち
、「
お
茶
漬
の
味
」「
東
京

物
語
」「
早
春
」
の
一
部
で

物
語
」「
早
春
」
の
一
部
で

4040
㍉
レ
ン
ズ
が
使
わ
れ
、

㍉
レ
ン
ズ
が
使
わ
れ
、
7575

㍉
レ
ン
ズ
で
の
撮
影
記
録
も

㍉
レ
ン
ズ
で
の
撮
影
記
録
も

見
つ
か
っ
た
。

見
つ
か
っ
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
知

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
知

ら
れ
ざ
る
事
実
が
ま
だ
多
く

ら
れ
ざ
る
事
実
が
ま
だ
多
く

あ
る
と
考
え
た
松
浦
さ
ん
ら

あ
る
と
考
え
た
松
浦
さ
ん
ら

は
、
小
津
と
共
に
映
画
の
世

は
、
小
津
と
共
に
映
画
の
世

界
を
生
き
た
人
た
ち
へ
の
取

界
を
生
き
た
人
た
ち
へ
の
取

材
を
重
ね
た
。
更
に
、
関
係

材
を
重
ね
た
。
更
に
、
関
係

者
の
論
考
や
貴
重
な
資
料
を

者
の
論
考
や
貴
重
な
資
料
を

集
め
て
５
０
０
㌻
を
超
え
る

集
め
て
５
０
０
㌻
を
超
え
る

本
書
を
ま
と
め
た

本
書
を
ま
と
め
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
、
音

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
、
音

楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん
や
女

楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん
や
女

優
の
岩
下
志
麻
さ
ん
、
司
葉

優
の
岩
下
志
麻
さ
ん
、
司
葉

子
さ
ん
ら
も
登
場
す
る
。

子
さ
ん
ら
も
登
場
す
る
。

　

小
津
作
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

　

小
津
作
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
務
め
た
鎌
倉
文
学
館

サ
ー
を
務
め
た
鎌
倉
文
学
館

元
館
長
の
山
内
静
夫
さ
ん

元
館
長
の
山
内
静
夫
さ
ん

は
、
音
楽
に
強
い
こ
だ
わ
り

は
、
音
楽
に
強
い
こ
だ
わ
り

は
な
い
と
さ
れ
て
き
た
小
津

は
な
い
と
さ
れ
て
き
た
小
津

が
、
実
は
音
楽
家
の
黛
敏
郎

が
、
実
は
音
楽
家
の
黛
敏
郎

さ
ん
に
「
お
早
よ
う
」
の
音

さ
ん
に
「
お
早
よ
う
」
の
音

楽
を
任
せ
た
こ
と
な
ど
定
説

楽
を
任
せ
た
こ
と
な
ど
定
説

を
覆
す
事
実
を
明
ら
か
に
。

を
覆
す
事
実
を
明
ら
か
に
。

　

３
８
０
０
円
（
税
別
）
朝

　

３
８
０
０
円
（
税
別
）
朝

日
新
聞
出
版
刊
☎

日
新
聞
出
版
刊
☎
0303
・
５
５

・
５
５

４
０
・
７
７
９
３

４
０
・
７
７
９
３

　

鎌
倉
彫
の
第
一
人
者
で
あ

　

鎌
倉
彫
の
第
一
人
者
で
あ

る
小
園
博
さ
ん
が
、

る
小
園
博
さ
ん
が
、
7070
年
近
年
近

い
修
業
の
中
で
生
み
出
し
た

い
修
業
の
中
で
生
み
出
し
た

代
表
作
約
１
０
０
点
を
収
め

代
表
作
約
１
０
０
点
を
収
め

た
作
品
集
が
７
月
に
完
成
し

た
作
品
集
が
７
月
に
完
成
し

た
。１
９
５
７
年（
昭
和

た
。１
９
５
７
年（
昭
和
3232
）

〜
２
０
１
８
年（
平
成

〜
２
０
１
８
年（
平
成
3030
）

ま
で
の
秘
蔵
作
品
を
含
む

ま
で
の
秘
蔵
作
品
を
含
む

力
作
を
、
制
作
年
代
順
に

力
作
を
、
制
作
年
代
順
に

カ
ラ
ー
写
真
で
見
ら
れ
、

カ
ラ
ー
写
真
で
見
ら
れ
、

小
園
さ
ん
の
俳
句
が
作
品

小
園
さ
ん
の
俳
句
が
作
品

ご
と
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

ご
と
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

小
園
さ
ん
は
創
作
に
つ

　

小
園
さ
ん
は
創
作
に
つ

い
て
「
彫
り
の
躍
動
感
、

い
て
「
彫
り
の
躍
動
感
、

漆
の
深
い
色
、侘
び
寂
、古
く

漆
の
深
い
色
、侘
び
寂
、古
く

て
新
し
い
文
様
、
文
様
の
中

て
新
し
い
文
様
、
文
様
の
中

の
時
間
性
、
絵
画
風
の
構
成

の
時
間
性
、
絵
画
風
の
構
成

の
中
の
叙
情
性
、
現
代
の
暮

の
中
の
叙
情
性
、
現
代
の
暮

ら
し
の
中
で
使
え
る『
も
の
』

ら
し
の
中
で
使
え
る『
も
の
』

と
し
て
の
鎌
倉
彫
を
創
っ
て

と
し
て
の
鎌
倉
彫
を
創
っ
て

ゆ
く
こ
と
に
至
福
感
を
持
っ

ゆ
く
こ
と
に
至
福
感
を
持
っ

て
い
る
」と
語
る
。

て
い
る
」と
語
る
。

　

広
く
伝
統
工
芸
の
発
展
に

　

広
く
伝
統
工
芸
の
発
展
に

尽
力
し
、
勲
六
等
瑞
宝
章
な

尽
力
し
、
勲
六
等
瑞
宝
章
な

ど
を
受
け
た
。

ど
を
受
け
た
。
8787
歳
と
な
っ

歳
と
な
っ

た
現
在
は
病
床
に
臥
し
て
い

た
現
在
は
病
床
に
臥
し
て
い

る
が
、
長
男
で
鎌
倉
彫
伝
統

る
が
、
長
男
で
鎌
倉
彫
伝
統

工
芸
士
の
敏
樹
さ
ん
が
作
品

工
芸
士
の
敏
樹
さ
ん
が
作
品

集
を
ま
と
め
あ
げ
た
。

集
を
ま
と
め
あ
げ
た
。

　

敏
樹
さ
ん
は
「
父
の
作
風

　

敏
樹
さ
ん
は
「
父
の
作
風

は
真
面
目
で
遊
び
が
少
な
い

は
真
面
目
で
遊
び
が
少
な
い

よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な

よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
よ
く
見
る
と
長
年
続

い
が
、
よ
く
見
る
と
長
年
続

け
る
俳
句
の
影
響
な
の
か
、

け
る
俳
句
の
影
響
な
の
か
、

叙
情
感
溢
れ
る
作
品
に
仕
上

叙
情
感
溢
れ
る
作
品
に
仕
上

が
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

が
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

作
品
集
に
つ
い
て
は
「
明

　

作
品
集
に
つ
い
て
は
「
明

ら
か
に
し
て
い
な
か
っ
た
漆

ら
か
に
し
て
い
な
か
っ
た
漆

塗
り
の
技
法
も
記
し
て
い
ま

塗
り
の
技
法
も
記
し
て
い
ま

す
。
後
世
の
職
人
た
ち
の
貴

す
。
後
世
の
職
人
た
ち
の
貴

重
な
資
料
に
な
る
と
思
い
ま

重
な
資
料
に
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
し
て
い
る
。

す
」
と
し
て
い
る
。

　

４
５
０
０
円
（
税
別
）
。

　

４
５
０
０
円
（
税
別
）
。

購
入
は
鎌
倉
彫
工
芸
館
か
、

購
入
は
鎌
倉
彫
工
芸
館
か
、

青
樹
庵
工
房

青
樹
庵
工
房
℻  ℻  
０
４
６
７
・

０
４
６
７
・

6767
・
７
２
５
１

・
７
２
５
１

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
み
ら
い
都
市
宣
言
を

発
目
標
）
み
ら
い
都
市
宣
言
を

し
た
鎌
倉
に
本
拠
地
を
お
く

し
た
鎌
倉
に
本
拠
地
を
お
く

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
支
援
セ
ン
タ

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
」（
小
島
政
行
理
事
長
）は
、市

ー
」（
小
島
政
行
理
事
長
）は
、市

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
諸
団
体

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
諸
団
体

が
、そ
の
活
動
を
広
げ
て
活
性

が
、そ
の
活
動
を
広
げ
て
活
性

化
し
、
持
続
可
能
な

化
し
、
持
続
可
能
な

発
展
に
寄
与
す
る
の

発
展
に
寄
与
す
る
の

を
支
援
す
る
活
動
に

を
支
援
す
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
鎌
倉
ユ

　

こ
れ
ま
で
鎌
倉
ユ

ネ
ス
コ
協
会
主
催

ネ
ス
コ
協
会
主
催

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
み
ら
い

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
み
ら
い

塾
」へ
の
協
賛
、公
開

塾
」へ
の
協
賛
、公
開

討
論
会
や「
ア
ー
ス
デ

討
論
会
や「
ア
ー
ス
デ

イ
鎌
倉
」な
ど
の
催
し
を
開
催

イ
鎌
倉
」な
ど
の
催
し
を
開
催

し
て
き
た
。
活
動
を
継
続
し
、

し
て
き
た
。
活
動
を
継
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